資料２－３


子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査（就学児童）
ご協力のお願い

皆様には、日頃より市政にご理解とご協力をたまわり、誠にありがとうございます。
さて、本市では、平成２７年度より「子ども・子育て支援法」に基づく第１期の「前橋市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、子育て支援のための施策を実施しております。当計画の期間は、平成２７年度から平成３１年度までであり、平成３２年度からは、第２期の計画を策定し、施策を実施することとなります。
そのため、第２期の計画策定に向けて、市民の皆様の子育て支援に関する生活実態やご要望・ご意見などを把握するために、「子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査」を実施することとなりました。
この調査は、平成３０年１０月１日現在住民基本台帳に掲載されている小学１年生から６年生までのお子さんを対象に無作為抽出させていただき、ご協力をお願いするものです。
ご回答いただいた調査内容は、市や国・県の子育て支援施策の検討のみに利用させていただくものであり、回答者個人が特定されたり、個々の回答内容が他にもれたり、他の目的に利用したりすることは一切ございません。
つきましては、ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。

平成３０年1１月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前橋市長　山　本　　　龍

【ご記入にあたってのお願い】
１．特にことわりのある場合以外は、封筒の宛名のお子さんについてご記入ください。
２．アンケートには、お子さんの保護者の方がご記入ください。
３．ご回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合があります。
４．選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので注意書きに従ってください。
1つだけ回答する箇所を複数回答されますと、無回答扱いになりますのでご注意ください。また、「その他」をお選びいただいた場合は、その後にある（　）内に具体的な内容をご記入ください。
５．数字で時間（時刻）をご記入いただく場合は、24時間制（例： 1  8 時）でご記入ください。
６．設問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、ことわり書きや矢印に従ってご回答ください。特にことわりのない場合は次の設問にお進みください。
[bookmark: _GoBack]７．ご記入が済みましたら、お手数ですが、同封の封筒に入れて、〇〇月〇〇日（〇）までに、通われている学校へご提出ください。（この調査は無記名です。）
ご回答いただく上でご不明な点や調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。
前橋市　福祉部　子育て施設課　施設管理係　電話：027-220-570５


子育ては地域の課題です
頂いた回答を前橋市の子育て支援の充実に活かします
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幼稚園・保育園・認定こども園、放課後児童クラブ等、地域における子育て支援の充実









お住まいの地域についてうかがいます。

問1　お住まいの地区としてあてはまる答えの番号1つに○をつけてください。
１．本庁管内　　　　　５．桂萱　　　　　　　９．南橘　　　　　　１３．大胡
２．上川淵　　　　　　６．東　　　　　　　１０．清里　　　　　　１４．宮城
３．下川淵　　　　　　７．元総社　　　　　１１．永明　　　　　　１５．粕川
４．芳賀　　　　　　　８．総社　　　　　　１２．城南　　　　　　１６．富士見
　※本庁管内とは、２～１６の地区に該当しない地区です。

封筒の宛名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます。

問2　宛名のお子さんの生年月をご記入ください。（数字は一枠に一字。）

平成　　　　　　 　年　　　　　　　月　生まれ

問3　宛名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、２人以上いらっしゃる場合、末子の年齢（平成３０年4月1日現在の年齢）をご記入ください。（数字は一枠に一字。）

きょうだい数　　  　  人　　　末子の年齢　　          歳

問4　宛名のお子さんとの同居・近居（概ね30分以内程度に行き来できる範囲）の状況についてうかがいます。続柄は宛名のお子さんからみた関係です。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。
1．父母同居　　　　　　　　　　　　5．祖母同居
2．父同居（ひとり親家庭）　　　　　6．祖父近居
3．母同居（ひとり親家庭）　　　　　7．祖母近居
4．祖父同居　　　　　　　　　　　　8．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問5　日頃、お子さんを預かってもらえる人はいますか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。
１．日常的に親族（祖父母等）に預かってもらえる⇒ 問5-1へ
⇒ 問6へ

２．緊急時もしくは用事の際には親族（祖父母等）に預かってもらえる
３．日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる⇒ 問5-2へ

４．緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人がいる
５．いずれもいない

【問5-1は、問5で｢１｣または｢２｣を選ばれた方にうかがいます。】

問5-1　祖父母に預かってもらっている状況についてうかがいます。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。

1．祖父母が孫を預かることについては、特に問題はない
2．祖父母の身体的負担が大きく心配である
3．祖父母の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である
4．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい
5．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある。
６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問5-２は、問5で｢３｣または｢４｣を選ばれた方にうかがいます。】

問5-２　友人や知人に預かってもらっている状況について、うかがいます。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。
1．友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない
2．友人・知人の身体的負担が大きく心配である
3．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である
4．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい
5．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある。
６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問6　宛名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方として、あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。続柄は宛名のお子さんから見た関係です。
1.　主に父親　　　　２．主に母親　　　　３．主に祖父母　　　　４．その他


宛名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。

問7　現在の就労状況を（自営業、家族従事者含む）うかがいます。
（1）母親【父子家庭の場合は記入は不要です】当てはまる番号１つに○をつけてください。
１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、
産休・育休・介護休業中ではない
２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、
産休・育休・介護休業中である⇒ 問7（1）-1へ

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、
産休・育休・介護休業中ではない
４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、
産休・育休・介護休業中である
５．以前は就労していたが、現在は就労していない⇒ 問7（2）へ

６．これまで就労したことがない

（1）-1　（1）で「1～4」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。　１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。）
                                                             
                             

１週当たり 　　　　日 　　１日当たり 　　　　　　　時間

（1）-2　（1）で「1～4」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。　家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。　時間は、必ず （例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。）
家を出る時刻　   　　　　　　時　　　帰宅時刻　  　　　　　　時

（２）父親 【母子家庭の場合は記入は不要です】 当てはまる番号１つに○をつけてください。
１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、
育休・介護休業中ではない
２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、
育休・介護休業中である⇒ 問7（２）-1へ

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、
育休・介護休業中ではない
４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、
育休・介護休業中である
５．以前は就労していたが、現在は就労していない⇒ 問9へ

６．これまで就労したことがない


（2）-1　（2）で「1～4」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。
１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や就労時間が、一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。）

１週当たり　　　　　日 　　１日当たり　　　　　　　　時間

（2）-2　（2）で「1～4」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。
家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。時間は、必ず（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。）

家を出る時刻　　　　　　　　時 　　帰宅時刻　　　　　　　　時

問8　【問7の（1）または（2）で「3～4」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方にうかがいます。該当しない方は、問11へお進みください。】
フルタイムへの転換希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。
（1）母親
１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある
２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない
３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望
４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい

（2）父親
１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある
２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない
３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望
４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい






問9　【 問7 の（1）または（2）で「5.以前は就労していたが、現在は就労していない」または「6.これまで就労したことがない」に○をつけた方にうかがいます。該当しない方は、問11 へお進みください。】
就労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する□内には数字をご記入ください（数字は一枠に一字）。
（1）母親
１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）
２．1 年より先、一番下の子どもが　 　　　　歳になったころに就労したい
３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい
→希望する就労形態　　　 ア．フルタイム （１週５日程度・１日８時間程度の就労）
イ．パートタイム、アルバイト等 （「ア」以外）
→１週当たり　　　　　日 　　　１日当たり　　　　　　　　　時間

（2）父親
１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）
２．1 年より先、一番下の子どもが　　　　　 歳になったころに就労したい
３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい
→希望する就労形態　　　　ア．フルタイム （１週５日程度・１日８時間程度の就労）
イ．パートタイム、アルバイト等 （「ア」以外）
→１週当たり　　　　　日　　　　　１日当たり　　　　　　　　時間

問10　【問9の（1）または（2）で「２．１年より先、一番下の子どもがある程度大きくなったら就労したい」または「３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選ばれた方にうかがいます。】
　　　　就労希望がありながら、現在働いていない理由は何ですか。もっとも近い答えの番号１つに○をつけてください。
　（1）母親
　１．放課後児童クラブ（児童クラブ）などのサービスが利用できない
　２．働きながら子育てできる適当な仕事がない
　３．自分の知識、能力にあう仕事がない
　４．家族の考え方(親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない　
　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（2）父親
　１．放課後児童クラブ（児童クラブ）などのサービスが利用できない
　２．働きながら子育てできる適当な仕事がない
　３．自分の知識、能力にあう仕事がない
　４．家族の考え方(親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない　
　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



小学校での放課後の過ごし方についてうかがいます。
問11　宛名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も□内に数字でご記入ください。時間は必ず（例）18時　のように24時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。
「放課後児童クラブ」…地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。
	１．自宅
	週　　　日くらい

	２．祖父母宅や友人・知人宅
	週　　　日くらい

	３．習い事
（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）
	週　　　日くらい

	４．児童館　
	週　　　日くらい

	５．放課後子ども教室（放課後遊び場）（※注）
	週　　　日くらい

	６．放課後児童クラブ〔学童保育〕
	週　　　日くらい
→下校時から　　　　　時まで

	７．ファミリー・サポート・センター
	週　　　日くらい

	８．その他（公民館、公園など）
	週 　　 日くらい


※注：「放課後子ども教室」･･･地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・文化芸術活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用できます。（前橋市では「放課後遊び場」という名称で実施しています。）
問12　宛名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの週当たり日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合には利用を希望する時間も□内に数字でご記入ください。時間は、必ず（例）18時のように24時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。
	１．自宅
	週　　　日くらい

	２．祖父母宅や友人・知人宅
	週　　　日くらい

	３．習い事
（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）
	週　　　日くらい

	４．児童館　
	週　　　日くらい

	５．放課後子ども教室（放課後遊び場）（※注）
	週　　　日くらい

	６．放課後児童クラブ〔学童保育〕
	週　　　日くらい
→下校時から　　　　　時まで

	７．ファミリー・サポート・センター
	週　　　日くらい

	８．その他（公民館、公園など）
	週　　　日くらい


※注：「放課後子ども教室」･･･地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・文化芸術活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用できます。（前橋市では「放課後遊び場」という名称で実施しています。）

問13　問11または問12で「６．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方にうかがいます。宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかかります。（1）（2）それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。また利用したい時間帯を、□内に（例）09時～18時のように24時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。
（1）土曜日
１．低学年（１～３年生）の間は利用したい　　　　　　　　　利用したい時間帯
２．高学年（４～６年生）になっても利用したい　　　　　　　　　　　　時から　　　　　時まで
３．利用する必要はない

（2）日曜・祝日
１．低学年（１～３年生）の間は利用したい　　　　　　　　　利用したい時間帯
２．高学年（４～６年生）になっても利用したい　　　　　　　　　　　　時から　　　　　時まで
３．利用する必要はない

問14　宛名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかかります。当てはまる番号１つに○をつけてください。また利用したい時間帯を、□内に（例）09時～18時のように24時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。
１．低学年（１～３年生）の間は利用したい　　　　　　　　　利用したい時間帯
２．高学年（４～６年生）になっても利用したい　　　　　　　　　　　　時から　　　　　時まで
３．利用する必要はない


放課後児童クラブ（学童クラブ）の利用についてうかがいます。

問15　宛名のお子さんについて、現在、放課後児童クラブ（学童クラブ）を利用していますか。あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。【放課後児童クラブ（学童クラブ）…地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下で、子ども（おおむね10歳未満）の生活の場を提供するものです。問15-5の「放課後子ども教室」と連携して実施されている場合があります。】


1．利用している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （　問15-1へ　）
2．利用していない　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（　問15-2へ　）



【問15-1は、問15で「１. 利用している」を選ばれた方にうかがいます。】

問15-1　宛名のお子さんについて、放課後児童クラブ（学童クラブ）の利用日数はどれくらいですか。□内に数字でご記入ください。

　週　　　　　　　日くらい　　　→（うち土・日の利用）　１．ある
２．ない

放課後児童クラブ（学童クラブ）を利用していらっしゃる理由について、あてはまる答えの番号1つに○をつけてください。

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が･･･
１．現在就労している
２．就労予定がある／求職中である
３．家族・親族などを介護しなければならない
４．病気や障害を持っている
５．学生である
６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


【問15-2は、問15「2. 利用していない」を選ばれた方にうかがいます。】

問15-2　利用していない理由について、もっともあてはまる答えの番号１つに○をつけてください。

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が･･･
1．現在就労していないから
2．就労しているが、放課後児童クラブ（学童クラブ）を知らなかったから
3．就労しているが、近くに放課後児童クラブ（学童クラブ）がないから
4．就労しているが、放課後児童クラブ（学童クラブ）に空きがないから
5．就労しているが、放課後児童クラブ（学童クラブ）の開所時間が短いから
6．就労しているが、利用料がかかるから
7．就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから
8．就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから
9．就労しているが、他の施設に預けているから
10．就労しているが、預ける必要がない
11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


【問15-3は、問15で「2. 利用していない」を選ばれた方にうかがいます。】

問15-3　宛名のお子さんについて、今後、放課後児童クラブ（学童クラブ）を利用したいとお考えですか。あてはまる答えの番号1つに○をつけてください。また、利用したい週当たり日数を□内に数字でご記入ください。
1．利用したい　→　週　　　　　　　日くらい
（うち土・日の利用希望）　１．　ある　　　　→　（問15-4ヘ）
２．　ない　　　
2．今後も利用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　（問15-5へ）

【問15-4は、問15-3で「1．利用したい」を選ばれた方にうかがいます。】

問15-4　今後、放課後児童クラブ（学童クラブ）を利用したい理由について、もっともあてはまる答えの番号　　１つに○をつけてください。
お子さんの身の回りの世話を主にしている方が･･･
1．現在就労している
2．就労予定がある／求職中である
3．そのうち就労したいと考えている
4．家族・親族などを介護しなければならない
5．病気や障害を持っている
6．学生である／就学したい
7．就労していないが、子どもの教育などのために預けたい
8．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問15-5　地域によっては、放課後児童クラブ（学童クラブ）と連携して行うサービスとして『放課後子ども教室（※前橋市では、『放課後遊び場』という名称で実施。）』がありますが、その利用意向はありますか。あてはまる答えの番号１つに○をつけ、利用したい週当たり日数を□内に数字でご記入ください。
【※放課後遊び場…すべての子どもを対象として、安心・安全な子どもの居場所を提供し、地域の方々の参画を得て、子どもたちとともに勉強やスポーツ・文化芸術活動、地域住民との交流活動等の取組をするものです。】






1．意向がある　　→　　　　週　　　　　　　日くらい
2．意向がない
3．対象のサービスがない

【問16はすべての方にうかがいます。】
問16　宛名のお子さんについてうかがいます。小学４年生以降の放課後の過ごし方について、どのようなことを望みますか。あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。
1．放課後児童クラブ（学童クラブ）を利用したい　→　小学　　　　年生まで利用したい
2．放課後子ども教室（※前橋市では、『放課後遊び場』という名称で実施。）を利用したい
3．クラブ活動など習い事をさせたい
4．利用を希望するサービスは特にない
5．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

宛名のお子さんの病児・病後児の対応についてうかがいます。

問17　この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことはありますか。あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。
1．あった　　　　　　→（　問17-1、17-2へ　）
2．なかった　　　　　→（　問18へ　）
この１年間の、お子さんが病気やケガで学校を休んだり、通常の預かりサービスが使用できなかった場合の対処方法と、仕事を休んだ日数はどれくらいありましたか。父親、母親等それぞれについてお答えください。




問17-1　この１年間の対処方法とそれぞれの日数は概ね何日ですか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけ、それぞれの日数をご記入ください。（数字は一枠に一字。）
※　半日程度についても１日としてカウントしてください

1．父親が休んだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日→（　問17-2へ　）

2．母親が休んだ　　　　　　　　　   　　　　　　　　 　　　　日　
3．（同居者を含む）親族・知人に預けた　　　　　 　　　 　　　 日
4．就労していない保護者（父親又は母親）がみた　　　　 　　　 日
5．病児・病後児の保育サービスを利用した　　　　　　　 　　　 日
　（保育園で実施しているサービスを含む）
6．ベビーシッターを頼んだ　　　　　　　　　　　　　　　 　　 日
7．ファミリー・サポート・センターにお願いした　　　　　　　  日
　（地域住民による子どもの預かりサービス）
8．仕方なく子どもだけで留守番をさせた　　　　　　　　　　　  日
9．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　 　）　　　　　　 日

【問17-2は、問17-1で｢１．父親が休んだ｣、｢2．母親が休んだ｣欄に回答された方にうかがいます。】
問17-2　宛名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったとき、施設等に預けたいと思いましたか。あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。
1．預けたいと思った　　　　　　　　→（　問17-3へ　）
2．預けたいと思わなかった　　　　　→（　問18へ　）

問17-3　その際、できれば施設等に預けたいと思われた日数はどれくらいありますか。□内に日数を記入してください。（数字は一枠に一字。）

　　できれば施設等を預けたい　　　　　　　　　日


宛名のお子さんの一時預かりのことについてうかがいます。

【問18はすべての方にうかがいます。】

問18　この１年間で、私用（買物、習い事、スポーツ、会合、美容院など）やリフレッシュ目的、冠婚葬祭や子どもの親の病気、あるいは就労のため、お子さんを家族以外の誰かに一時的に預けたことはありましたか。あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。また、「１．ある」に○をつけた方は、□内に日数をご記入ください。（数字は一枠に一字。）
※　半日程度についても１日としてカウントしてください

1．ある　→　年間　　　　　　　日　（下の理由別についても聞かせください。）
（理由別）	① 私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的	日
② 冠婚葬祭、子どもの親の病気	日
③ 就労	日
2．ない


問19　今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、日数を増やしたいと思いますか。希望がある方は□内に数字をご記入ください。（数字は一枠に一字。）

月に　　　　　　　　　日くらい


宛名のお子さんの宿泊を伴う一時預かりのことについてうかがいます。

問20　この1年間に、保護者の用事などにより、宛名のお子さんを泊りがけで家族以外に預けなければならないことはありましたか。あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。

1．あった（預け先が見つからなかった場合を含む）　　　→（　問20-1、20-2へ　）
2．なかった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→（　問21へ　）

問20-1　この1年間の対処方法とそれぞれの泊数は概ね何日ですか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけ、それぞれの日数を□内にご記入ください。（数字は一枠に一字。）

1．（同居人を含む）親族・知人に預けた　　　　　→（　問20-2へ　）	泊
2．保育サービス（※注）を利用した	泊
３．仕方なく子どもも同行させた	泊
４．仕方なく子どもだけで留守番をさせた	泊
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）	泊
※注）ショートスティ事業を実施している施設、認可外保育施設、ベビーシッターなど

問20-2　問20-1で｢１．（同居人を含む）親族・知人に預けた｣の選択肢を選んだ場合の困難度はどの程度でしたか。あてはまる答えの番号1つに○をつけてください。
1．非常に困難
2．どちらかというと困難
３．特に困難でない


ベビーシッターの利用についてうかがいます。

問21　現在、ベビーシッターを利用していますか。あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。
１．利用している　　　　　　　　　→　（　問21-1、21-2へ　）
２．利用していない　　　　　　　　→　（　問22へ　）

問21-1　どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
1．子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している
2．祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している
3．親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している
4．その他の目的で利用している
問21-2　どれくらいの頻度で利用していらっしゃいますか。□内に数字をご記入ください。（数字は一枠に一字。）
月に　 　　　　　　日くらい　　　　　１回あたり　   　　　　　　時間程度

問22　今は利用していないが、できれば利用したい方は、□内に数字をご記入ください。（数字は一枠に一字。）
月に 　　　　　　　日くらい　　　　　１回あたり　   　　　　　　時間程度


ファミリー・サポート・センターの利用についてうかがいます。

問23　ファミリー・サポート・センターを利用していますか。あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。
1．利用している　　　　　　　　　　　　　　　　　→（　問23-1、23-2、23-3へ　）
2．利用していない　　　　　　　　　　　　　　　　→（　問23-4へ　）

問23-1　どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
1．主たる保育サービスとして利用している
2．保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等）
3．子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している
4．祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している
5．親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している
6．保育施設等の送り迎えに利用している
7．その他の目的で利用している

問23-2　どれくらいの頻度で利用していらっしゃいますか。□内に数字をご記入ください。（数字は一枠に一字。）

月に 　　　　　　　日くらい　　　　　１回あたり  　　　　　　　時間程度

問23-3　日数を増やしたいとおもいますか。希望がある場合は□内に数字をご記入ください。

月に　 　　　　　　日くらい　　　　　１回あたり　  　　　　　　時間程度

問24　今は利用していないが、できれば利用したい方は、□内に数字をご記入ください。

月に 　　　　　　　日くらい　　　　　１回あたり  　　　　　　　時間程度


子育てについてうかがいます。

問2５　あなたは、自分にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも辛いと感じることが多いと思いますか。あてはまる答えの番号に１つに○をつけてください。
１．楽しいと感じることの方が多い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　問25-1へ　）
２．楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい（　問25-2へ　）

３．辛いと感じることの方が多い
４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５．わからない

【問2５-1は、問2５で「1．」を選択した方にうかがいます。】
問2５-1　子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。

１．地域における子育て支援の充実　　　　　７．子どもの教育環境
２．保育サービス及び幼児教育(※1)の充実　 ８．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実
３．子育て支援のネットワーク(※2)づくり　 ９．仕事と家庭生活の両立
４．地域における子どもの活動拠点の充実　 10．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減
５．妊娠・出産に関する支援　　　　　　　 11．要保護児童(※3)に対する支援
６．母親・乳児の健康に対する安心　　　　 12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
※1この調査において「保育サービス及び幼児教育」とは、【認可保育所、認可外保育所、認定子ども園、家庭的な保育（いわゆる保育ママ）、事業所内保育施設、その他の保育施設、幼稚園（通常の就園時間）、幼稚園（通常の就園時間を延長して預かるサービス）、ベビーシッター、ファミリー・サポート・センターで定期的に受けているサービス】です。
※2この調査において「子育て支援のネットワーク」とは、子育て支援サービス、保育サービスを効果的かつ効率的に提供しサービスの質の向上を図るため、地域における子育て支援サービスのネットワークを形成することです。
※3この調査において「要保護児童」とは、保護者のいない児童や保護者に監護させることが不適当と認められる児童のことです。以下の設問も同様の定義です。











【問2５-2は、問2５で「2．」、「3．」を選択した方にうかがいます。】
問2５-2　自分にとって子育ての辛さを解消するために必要なことは何ですか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。

１．地域における子育て支援の充実　　　　　７．子どもの教育環境
２．保育サービス及び幼児教育の充実　　　　８．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実
３．子育て支援のネットワークづくり　　　　９．仕事と家庭生活の両立
４．地域における子どもの活動拠点の充実　 10．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減
５．妊娠・出産に関する支援　　　　　　　 11．要保護児童に対する支援
６．母親・乳児の健康に対する安心　　　　 12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


問2６　あなたは、希望した時期に、希望した保育サービス及び幼児教育を利用することができましたか。あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。また、「２．」に○をつけた方は、どのように調整したか内容をお伝えください。
　１．利用できた
　２．育児休業を切り上げるなど調整して利用できた
　　　→　内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　３．利用できなかった
　４，利用しなかった
　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問2７　あなたは、子育てについて、気軽に相談できる人（近所の人・友人等）がいますか。どちらかに○をつけてください
　１．いる　　　　　　　　　　　　　　　２．いない

問2７-1　問2７で「１．いる」と回答した方で、それはどなたですか。あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。
１．親や家族　　　　　　３．子育てのための施設　　　　５．行政
２．近所の人・友人　　　４．学校や教員　　　　　　　　６．その他（　　　　　　　　　　　　　）

問2８　あなたの生活の中で、「仕事時間」と「家事・育児」と「プライベートの生活時間」の優先度についてうかがいます。「希望」と「現実」それぞれについて、あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。
【希望】
　１．仕事時間を優先	　　　		３．プライベートを優先　 
　２．家事・育児時間を優先　　　　　　　　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【現実】
　１．仕事時間を優先	　　　		３．プライベートを優先　 
　２．家事・育児時間を優先　　　　　　　　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◎　以下は、すべての方にうかがいます。
問２９　お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度について当てはまる番号１つに○をつけてください。
	満足度が低い　　　　　　　　　　　　　　　　　　満足度が高い
１　　　　　２　　　　　３　　　　　４　　　　　５



問３０　最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。
	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。
同封の封筒に入れて、通われている学校へご提出ください。
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